
　　　

　デマンド交通「愛・あい号」は、自宅から病院や商店など、好きな場所まで低料金で送迎するタクシーで
す。一般的なタクシーとは違い、他の人と乗り合わせて利用します。4月1日からは、多くの市民からの要望
に応え土曜日運行を始めます。より便利になった「愛・あい号」をぜひご利用ください。
※令和3年度改正「古河市公共交通ご利用案内」は3月中旬から市役所各庁舎や公民館等に設置します。

【問】 交通防犯課℡92-3111

「愛・あい号」の土曜日運行が始まります

　利用料金は、乗車の際にチケットでお支払いくだ
さい(チケットは事前に市役所や販売店で購入)。
○大人：1回300円(茨城西南医療センター病院は、
1回500円)
○子ども(小学生)：1回100円
※未就学児は無料。

総和・三和地区在住の人
※利用には、事前登録(無料)が必要です。

①予約センターに電話(℡91-0541)
②予約時間に指定された乗車場所へ迎えに行きます
③乗り合いで乗車し目的地まで順番に送迎します

総和・三和地区の全域、古河赤十字病院、茨城西南
医療センター病院(境町)

〇月～金曜日：8時～16時(8台で運行)
〇土曜日：8時～14時(3台で運行)
※日曜日、祝日、8月13日～16日、12月29日～
1月3日は運休。

　海外富裕層向けの国内ツアーなどを手掛ける市内の旅行会社「㈱MUSUBI」が、観光庁のあたらしいツー
リズム事業の補助を受け、市と連携しながら食文化の体験型イベント「Farm&Dining」をとおして、イン
バウンド観光の可能性を広げていきます。新型コロナウイルスが収束した後の外国人誘客を目指して、地元
企業と連携しながら「古河でしかできない体験」を提供します。

【問】 観光物産課℡22-5111

地元企業と共にインバウンド観光を推進「男女の詩」の入賞作品が決定しました
　男女共同参画やワーク・ライフ・バランスについて日々感じて
いること、将来実現させたいことなどをテーマに募集した「男

ひ

女
と

の詩
う た

」に市内外から351作品の応募がありました。一次選考で
選出された作品を対象に、10月～11月にかけてWeb投票を行
い、入賞作品を決定しました。

【問】 人権・男女共同参画室℡９２-３１１１

ワーク・ライフ・バランスとは

働く全ての人が「仕事」と育児や介護、
趣味や学習、休養、地域活動といった「仕
事以外の生活」との調和をとり、その両
方を充実させる働き方・生き方のこと

○最優秀賞　38票 ○優秀賞

○入賞

一行詩部門 投票総数 122票

堀卓
たく

さん(40代)、夢追い人
さん(60代)、岩中幹夫さん
(40代)、上條直子さん(30代)

ジョンさん(40代)、のん
ちゃんさん(70代)、むら
さき色布さん(30代)、なっ
ちゃんままさん(20代)

　角
つ の

森
も り

玲子さん
　(50代) 

○最優秀賞　20票 ○優秀賞

○入賞

写真部門 投票総数 122票

体重計さん(30代)、ktf33
さ ん (20 代 ) 、4416 さ ん
(30代)、YUKIさん(60代)

kattyさん(30代)、5GO5
さん(60代)、黒須雪美さ
ん(60代)、miyupさん(9歳)

　micoさん(30代)
　「ある日のパパ」
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はじめてわかる

古河市女性議会を開催しました

質疑内容 ( 一部 )

　市政への女性参画を進めることを目的として、2月9日にインターネット中継を活用し古河市女性議会を
開催しました。当日は、公募で選ばれた8人と団体推薦の6人の計14人が登壇し、防災や福祉、新型コロナ
ウイルス対策などについて、普段感じていることを質疑し、市長や各部長が答えました。

【問】 人権・男女共同参画室℡92-3111

Farm&Dining でのツアー概要

利用料金利用できる人

利用方法

運行区域

運行日時

日時　3月20日㈯10時30分～16時
定員　10人　　費用　2,900円
申込期限　3月12日㈮
問　㈱MUSUBI(担当：増田)℡33-3026

‐ 体験ツアーに参加してみませんか ‐

秋庭農園：日本で3カ所しか栽培していない「和
　　　　　 ハッカ」を楽しむほか、農園で豊かな
　　　　　 スローライフを体験する
青木酒造㈱：市内唯一の酒蔵で、JALファーストクラ
　　　　　　スで提供された日本酒を楽しむ
㈱HARIO：唯一の工場を市内に持つ耐熱ガラス
　　　　　 メーカーのグラスや茶器で日本酒や
　　　　　 ハーブティーなどを楽しむ
お休み処坂長：江戸時代に作られた蔵でゆっくりと
　　　　　　　買い物や喫茶時間を楽しむ

子どもと高齢者が交流できる場所(カフェ)が必
要。子育て経験者としてのアドバイスができ、触
れ合いによってやすらぎを得られると考える

新型コロナウイルスの患者受け入れを行う医療機
関などに、支援や協力をする取り組みはあるのか

永塚議員

石丸議員

針谷市長

針谷市長

身近な地域の中で住民が互いに支え合い、助け合
う共助による活動の支援や、地域力の強化・充実
を図る活動に対して支援していくことは可能です

市民の皆さんが安心して受診できる体制を維持す
るため、医療機関への財政支援を行っています
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